
                 

 

令和３年１２月２０日 

 

 

議    事    録 
 

注. 発言の内容についてはその要旨を記載しております。 

（発言そのものの記載ではありません。） 

この公開用議事録は個人情報に関連すると思われる部分等については〇で消しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県耶麻郡北塩原村農業委員会 

 



                 

 

 

令和３年度北塩原村農業委員会総会（令和３年１２月定例会） 議事録 

 

 

１．開催日時 

       令和３年１２月２０日（月）午後１時３０分～２時３４分 

 

２．開催場所 

       北塩原村役場集会室１・２ 

 

３．出席委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 出席委員 農業委員７名 在任委員（７名）の過半数に達したので、本会は成立した。 

※ 今月は全体での協議事項があるため、農地利用最適化推進委員６名中５名出席。 

 

４．欠席委員 

     推進委員、安部 嘉久委員 

 

 議 席 氏  名 出 欠 

会長 ７ 星   源 嗣 出 

会長職務代理者 ６ 遠 藤 俊 一 出 

農業委員 １ 小 椋 隆 子 出 

〃 ２ 中 川 博 之 出 

〃 ３ 岩 田 多 吉 出 

〃 ４ 二 瓶 睦 夫 出 

〃 ５ 蓮 沼 喜久雄 出 

農地利用最適化推進委員 ― 奥 川 維 之 出 

〃 ― 佐 藤 誠 一 出 

〃 ― 五十嵐 好 則 出 

〃 ― 安 部 嘉 久 欠 

〃 ― 柏 谷 孝 雄 出 

〃 ― 小 椋   功 出 



                 

 

 

５．議事日程 

       第１ 議事録署名委員の選任 

       第２ 会期の決定 

       第３ 業務報告及び今後の予定 

       第４ 報告事項 

          ・令和３年度利用状況調査（遊休農地調査）結果について        

       第５ 提出議案 

          議案第１号 

          現況確認証明申請について 

          議案第２号 

          農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

          ・番号１番 所有権移転 

          ・番号２番 使用貸借権設定 

          ・番号３番 賃借権設定 

          議案第３号 

          農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画について 

          ・番号１～４番 賃借権設定          

       第６ その他 

           

６．農業委員会事務局職員 

       事 務 局 長 佐 藤   博 

       事務局班長 渡 部 達 也 

       事務局主査 須 藤 真由美 

 

７．会議の内容 

○事務局長 

ただいまより、令和３年度北塩原村農業委員会定例総会１２月定例会を開会いたします。  

それでは、会長よりご挨拶をお願いいたします。 

〇会長 

  （挨拶） 

〇事務局長 

  会長ありがとうございました。総会の議長は、北塩原村農業委員会会議規則第４条により

まして会長が行う事になっておりますので、会長にお願いいたします。 

〇議長 

  暫時議長を務めさせていただきます。本日の会議の案件はお手元に配布のとおりでござい



                 

 

 

ます。会議に先立ち本日の出席委員の確認を行います。只今の出席委員は農業委員７名中７

名であり、定足数に達しておりますので、総会は成立しております。また、今月は、農地利

用最適化推進委員６名中５名にも出席いただいております。なお、先月も説明しましたとお

り、安部嘉久委員においては、３月いっぱいまでお休みするとのことでございます。 

〇議長 

  それでは、北塩原村農業委員会会議規則第１３条の規定による議事録署名委員の指名でご

ざいますが、本職より指名させていただくことに、ご異議ございませんか。 

〇委員 

  （異議なしの声） 

〇議長 

  ご異議なしと認め、３番、岩田多吉委員、４番、二瓶睦夫委員の両名を指名いたします。 

〇議長 

  お諮りいたします。会期の決定については、議案の関係上本日１日とすることにご異議ご

ざいませんか。 

〇委員 

  （異議なしの声） 

〇議長 

  ご異議なしと認め、会期は本日１日と決しました。 

〇議長 

  それでは、業務報告及び今後の業務予定について、事務局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

座ったままで失礼いたします。提出議案の２ページをご覧ください。初めに（１）の業務

報告から説明いたします。１番、１２月１日、令和３年度農業者年金加入推進セミナー、こ

ちらはオンラインで開催されまして、事務局が参加しております。２番、１２月２日、本県

選出国会議員への要請集会及び令和３年度全国農業委員会会長代表者集会、こちらは

YouTube によるライブ配信にて実施されまして、当日は、会長が視聴いたしました。３番、

12 月 15 日、令和３年度農業委員・農地利用最適化推進委員研修会、ＪＡ会津よつば河東支

店で開催されまして、星会長と佐藤誠一委員に出席していただきました。４番、本日でござ

いますが、北塩原村農業委員会総会１２月定例会を開催しております。続きまして、（２）の

今後の業務予定でございますが、１番、１月２０日、北塩原村農業委員会総会１月定例会を

集会室１・２で開催予定でございます。以上で業務報告と今後の業務予定について朗読と説

明を終わります。 

〇議長 

ただいまの報告について、ご意見、ご質問等ございませんか。 

 



                 

 

 

〇委員 

（なしの声） 

〇議長 

ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。以上で業務報告及び今後の業務予定に

ついて終了します。 

〇議長 

それでは報告事項に入ります。令和３年度利用状況調査（遊休農地調査）結果について、

事務局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

提出議案の３ページと４ページになります。報告事項、令和３年度利用状況調査（遊休農

地調査）結果について報告いたします。こちらにつきましては、管内にある農地の利用状況

等について８月２６日から９月１７日までの間に担当地区ごとに分かれて調査を実施いたし

ました。調査日や調査地区、調査委員等の一覧につきましては、４ページに載せております。

委員の皆様におかれましては、お忙しい中ご協力いただきましてありがとうございました。

それでは調査結果を報告いたします。３ページをご覧ください。委員の皆さんと共に現場を

歩きまして、農地の状況を確認し、遊休農地の区分により再生可能と判断したＡ分類の農地

を今年度よりさらに細分化しまして、草刈り等により直ちに耕作が可能となる農地と草刈り

等だけでは直ちに耕作することはできませんが、基盤整備等の条件整備を行えば再生が可能

となる農地、小文字のａとｂにそれぞれ分けていただきました。こちらの調査結果には、再

生可能と判断した農地と再生困難と判断した農地を各地区ごとに分けてそれぞれ集計してお

ります。令和３年度の調査結果につきましては、合計欄をご覧ください。まずは遊休農地の

中でも軽度な小文字のａ分類と判断された農地は、田が３６,５００㎡、畑が６２,７１０㎡

となりました。続いて、さらに荒廃が進んでいる小文字のｂ分類と判断された農地は、田が

３２,９１０㎡、畑が２５３,７５８㎡となり、最後に再生困難なＢ分類と判断された農地は、

田が１５７,７４０㎡、畑が８８０,５４７㎡となりました。右側の欄には昨年度からの主な

変更内容を載せております。保全や作付け等により解消されていると判断したもの、新規又

は再発生したもの、昨年度よりもさらに荒廃が進み、再生可能なＡ分類から再生困難なＢ分

類へと判断したもの、逆に今回のＡ分類の細分化によって、再生困難なＢ分類と判断してい

たものをＡ分類へと判断し直したものなどをまとめております。なお、その他減につきまし

ては、農地転用や現況確認証明により農地ではなくなったものが該当いたします。最後に１

番下をご覧いただきたいのですが、参考としまして、遊休農地率を算出したところ、村内農

地面積の約２割が遊休農地化している状況でございます。前年度と同程度の結果となりまし

た。なお、今回の調査結果につきましては、今後、県へ報告するとともに、今回、遊休農地

区分がＡ分類と判断された農地につきましては、所有者に対して、意向調査を実施するため、

現在準備中でございます。また、再生困難な B分類と判断された農地については、原則、非



                 

 

 

農地判断をしなければならないとされておりますので、今後方法等について協議・検討して

いきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。上記のとおり提出いたします。令和３

年１２月２０日提出、北塩原村農業委員会長星源嗣。以上、報告事項の朗読と説明を終わり

ます。 

〇議長 

説明は終了しました。それでは、本件に関し、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇委員 

（なしの声） 

〇議長 

ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。以上で、令和３年度利用状況調査（遊

休農地調査）結果について終了するとともに、調査結果を県へ報告することといたします。 

〇議長 

それでは議事に入ります。議案第１号、「現況確認証明申請について」を議題といたします。

事務局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

提出議案の５ページをご覧ください。議案第１号、現況確認証明申請について説明いたし

ます。次の現況確認証明申請について意見を求めるものでございます。番号１番、１、申請

人の方は、〇〇〇〇さん、大字桧原字〇〇〇の方でございます。２、申請する土地の所在地

及び面積等につきましては、桧原字〇〇〇１０９６番６９７、登記は畑、現況は原野、面積

３６３㎡、同じく〇〇〇１０９６番６９８、登記は畑、現況は原野、面積２,３７６㎡の２筆、

面積の合計は２,７３９㎡でございます。３、証明を求める理由としましては、土地地目変更

登記のため。４、非農地化した経過については、昭和４１年に亡き父が農地法により、桧原

字〇〇〇１０９６番５３の土地の払い下げを受けた時から、今回分筆して申請する部分につ

いては、地形上耕作には不向きであったため、約５５年間耕作しておらず雑草や雑木が植生

し現在に至っているとのことでございます。５、調査内容についてですが、申請位置は農振

農用地区域外の農地となり、農地、非農地の判断につきましては非農地と判断しております。

現況判断の理由は、現状は雑草や雑木が生い茂る荒地で、約５５年間耕作されていないため、

土も硬くなっており、原野と判断しました。また、土地の状況等も悪く、特に１０９６番６

９８の土地は曽原湖に向かって斜面となっているため、耕作には不向きな土地であることか

ら、今後も畑として使用するのは困難であると考えられるためでございます。地元農業委員

の意見でございますが、申請地は積雪のため、申請書提出後に現地調査を実施することはで

きませんでしたが、今後申請があがってくる予定でございましたので、先月のうちに、担当

委員である二瓶睦夫委員、小椋隆子委員、小椋功委員に加えまして、星会長にも前もって他

の現地確認の時に併せて今回の申請地の確認をしていただいておりましたので、証明の可否

につきましては「可」と提出いただいております。なお、６ページに申請地位置図、７ペー



                 

 

 

ジに案内図、８ページに申請箇所図、９ページに現況写真を載せておりますので、ご確認願

います。上記のとおり提出いたします。令和３年１２月２０日提出、北塩原村農業委員会長

星源嗣。以上で議案第１号の朗読と説明を終わります。 

〇議長 

説明は終了しました。ただいまの説明に関連して、本件の調査委員であります、４番、二

瓶睦夫委員より調査結果について、意見をお願いいたします。 

〇４番、二瓶睦夫委員 意見・報告 

  はい。事務局の言うとおり、現在の申請地は雪の下ですので、先月状況を確認してまいり

ました。申請地の畑ですが、５５年間全く耕作してこなかったということで土地も硬くなっ

ており、あと人手不足でできないということでしたので、今後も畑として使うのは不可能で

あろうと思いますので、許可相当と判断しました。以上です。 

〇議長 

ありがとうございました。同じく調査委員であります、１番、小椋隆子委員より補足等が

あれば意見をお願いいたします。 

〇１番、小椋隆子委員 意見・報告 

はい。境も分からず、水路も埋まっているようなところですので、許可相当と判断して問

題ないと思います。 

〇議長 

ありがとうございました。同じく調査委員であります、小椋功委員より推進委員としての

意見があればお願いいたします。 

〇推進委員、小椋功委員 

  はい。私も現地を確認しましたが、二瓶委員が言うとおり、今後も畑として使用していく

ことはできないだろうと思いますの許可相当であると思いました。 

〇議長 

  ありがとうございました。それでは、本件に関して、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇委員 

  （なしの声） 

〇議長 

ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。議案第１号について、申請の通りこれ

を適当と認め決定することにご異議ございませんか。 

〇委員 

  （異議なしの声） 

〇議長 

ご異議なしと認めます。議案第１号の現況確認証明申請について、申請内容の通り証明す

ることといたします。 



                 

 

 

〇議長 

続いて、議案第２号、「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」を議題といた

します。今月は３件ございます。それでは、議案第２号の番号１番について、事務局より朗

読と説明をお願いします。 

〇事務局 

提出議案の１０ページをご覧ください。議案第２号、農地法第３条第１項の規定による許

可申請について、説明いたします。次の農地法第３条第１項の規定による許可申請について

意見を求めるものでございます。番号１番、１、申請当事者の氏名等について、譲渡人は、

〇〇〇さん、〇〇歳、大字下吉字〇〇の方、譲受人は、〇〇〇さん、〇〇歳、大字下吉字〇

〇の方でございます。２、申請する農地の所在地及び面積は、下吉字〇〇５番、地目は畑、

同じく下吉字〇〇１１番、地目は畑、面積８１３㎡の２筆、面積の合計は９３２㎡でござい

ます。３、権利を設定しようとする事由については譲渡人が、高齢等による経営縮小のため、

譲受人が、経営規模の維持・拡大でございます。４、権利を設定しようとする契約の内容に

ついて、権利の種類は、所有権移転。権利の設定時期は、農業委員会の許可日以降。権利の

存続期間は、永年。土地の対価は、１００,０００円でございます。５、権利を設定しようと

する者の耕作及び所有地の状況等につきましては記載のとおりでございます。申請地位置図、

申請箇所図につきましては、１１ページと１２ページのそれぞれ赤枠で囲われたところとな

りますので、ご確認願います。地元農業委員の意見としまして、中川博之委員に確認してい

ただきましたところ、許可相当といただいております。また、農地法第３条第２項各号の判

断については、許可要件を満たしていると考えますので申し添えます。上記のとおり提出い

たします。令和３年１２月２０日提出、北塩原村農業委員会長星源嗣。以上で議案第２号、

番号１番の所有権移転について、朗読と説明を終わります。 

〇議長 

説明は終了しました。ただいまの説明に関連して、本件の調査委員であります、２番、中

川博之委員より調査結果について意見をお願いいたします。 

〇２番、中川博之委員 意見・報告 

  はい。先日、１２月１２日に〇〇〇さん、〇〇〇さん双方に確認しまして土地の所有権移

転をしたいんだということでありました。内容等も特に問題はないと判断しまして、許可相

当といたしました。以上です。 

〇議長 

ありがとうございました。それでは、本件に関して、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇委員 

  （なしの声） 

〇議長 

ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。番号１番の所有権移転について、申請



                 

 

 

の通りこれを適当と認め決定することにご異議ございませんか。 

〇委員 

（異議なしの声） 

〇議長 

ご異議なしと認めます。番号１番、農地法第３条第１項の規定による許可申請について、

申請の通りこれを適当と認め決定することといたします。 

〇議長 

続いて、番号２番から３番については、下限面積の要件の関係上、一括審議といたします。

それでは、番号２番から３番まで、事務局より一括して朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

議案第２号、番号２番から３番まで一括して説明いたします。まずは提出議案の１３ペー

ジをご覧ください。番号２番、１．申請当事者の氏名等について、設定人は〇〇〇〇さん、

〇〇歳、大字北山字〇〇〇の方、被設定人は、有限会社〇〇〇〇〇〇〇〇〇、喜多方市〇〇

町に事務所がございます。２、申請する農地の所在地及び面積は、北山字〇〇１番、地目は

田、面積２,８１２㎡、同じく〇〇２番、地目は田、面積１,５３８㎡の２筆、面積の合計は

４,３５０㎡でございます。３、権利を設定しようとする事由については、設定人が、高齢化

による経営縮小、被設定人が経営規模の維持・拡大及び相手方の要望のためでございます。 

４、権利を設定しようとする契約の内容について、権利の種類は、使用貸借による権利の設

定。権利の設定時期は、農業委員会の許可日以降の令和４年１月。権利の存続期間は、令和

４年１月１日～令和８年１１月３０日までの約５年間。賃借料の額は使用貸借権のため無償

でございます。５、権利を設定しようとする者の耕作及び所有地の状況等につきましては記

載のとおりでございます。申請地位置図、申請箇所図につきましては、１４ページと１５ペ

ージに載せております。続きまして、１６ページをご覧ください。番号３番、１．申請当事

者の氏名等について、設定人は、〇〇〇〇さん、〇〇歳、喜多方市字〇〇の方、被設定人は、

同じく有限会社〇〇〇〇〇〇〇〇〇でございます。２、申請する農地の所在地及び面積は、

北山字〇〇４３番、地目は田、面積２,９８８㎡の１筆でございます。３、権利を設定しよう

とする事由については、設定人が、兼業及び高齢等による経営縮小、被設定人が経営規模の

維持・拡大及び相手方の要望のためでございます。４、権利を設定しようとする契約の内容

について、権利の種類は、賃借権設定。権利の設定時期は、農業委員会の許可日以降の令和

４年１月。権利の存続期間は、令和４年１月１日～令和１３年１１月３０日までの１０年間。

賃借料の額は、４９，８９９円。１反当たりになおしますと１６,７００円、喜多方市の賃借

料情報の平均値で算出しているとのことでございます。５、権利を設定しようとする者の耕

作及び所有地の状況等につきましては記載のとおりでございます。申請地位置図、申請箇所

図につきましては、１７ページと１８ページに載せております。１８ページの箇所図に農地

の所有者は〇〇〇〇〇さんとありますが、今回の申請人である〇〇さんのお父さんで、すで



                 

 

 

に亡くなっております。今後、相続登記の手続きを行う予定とのことですが、相続未登記の

状態でも農地法第３条の賃借権の場合は、法定相続人の持ち分の過半以上の同意があれば、

申請が行えることとなっております。今回は、農地の所有者である〇〇〇さんの配偶者の方

から、〇〇さんが申請人となり賃借権設定を行うことについての同意をいだいておりますの

で、持ち分の過半以上の同意を得たこととなり、申請は認められますので申し添えます。地

元農業委員の意見としまして、蓮沼喜久雄委員に２件とも確認していただき、許可相当とい

ただいております。なお、〇〇〇〇〇〇〇〇〇さんは北塩原村に農地を所有しておりません

でしたが、今回２名の方から農地を借りて、その合計面積が７,３３８㎡となりますので、大

字北山の区域３０ａ以上の下限面積の要件はクリアしたこととなります。よって、農地法第

３条第２項各号の判断については、許可要件を満たしていると考えますので申し添えます。

上記のとおり提出いたします。令和３年１２月２０日提出、北塩原村農業委員会長星源嗣。

以上で議案第２号、番号２番の使用貸借権設定、３番の賃借権設定について、朗読と説明を

終わります。 

〇議長 

説明は終了しました。ただいまの説明に関連して、本件の調査委員であります５番、蓮沼

喜久雄委員より調査結果について意見をお願いいたします。 

〇５番、蓮沼喜久雄委員 意見・報告 

  はい。この有限会社〇〇〇〇〇〇〇〇〇さんの事務関係などをやっている〇〇さんに電話

して確認をしました。〇〇さんの田んぼは皆さんご存じのとおりすぐに耕作できるような状

態ではないので、どう使っていくんですかと聞いたところ、壊れたハウスなどは撤去してき

れいにするということでしたので、ではそれを条件に許可相当としますということを伝えま

した。〇〇さんの方は、これまで別の方に耕作をお願いしていたんですが作れなくなってし

まったので〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇さんにお願いすることになったとのことでした。賃借料

等も間違いないということでしたので、許可相当と認めることにいたしました。以上です。 

〇議長 

ありがとうございました。それでは、本件に関して、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇３番、岩田多吉委員 

  これ、喜多方市の賃借料でやつてるってことだけど、一反いくらなの。 

〇事務局 

  １６,７００円です。 

〇推進委員、五十嵐好則委員 

  〇〇さんのところは田んぼにするの。 

〇５番、蓮沼喜久雄委員 

  田んぼにするって。ハウス壊して、隣りの雑木もきれいに片づけて田んぼにするそうです。 

 



                 

 

 

〇議長 

  他にご意見、ご質問はありませんか。 

〇委員 

（なしの声） 

〇議長 

ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。番号２番の使用貸借権設定、３番の賃

借権設定について、申請の通りこれを適当と認め、決定することにご異議ございませんか。 

〇委員 

  （異議なしの声） 

〇議長 

ご異議なしと認めます。番号２番～３番、農地法第３条第１項の規定よる許可申請につい

て申請の通りこれを適当と認め決定することといたします。 

〇議長 

続いて、議案第３号、「農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画について」を

議題といたします。今月は４件ございます。それでは議案第３号の番号１番について、事務

局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

提出議案の１９ページをご覧ください。議案第３号、農業経営基盤強化促進法に基づく農

用地利用集積計画について説明いたします。次の農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の

規定に基づく、利用権設定等促進事業に係る農用地利用集積計画の作成について、承認を求

めるものでございます。番号１番、こちらについては、新規設定となります。１、申請当事

者について、利用権を設定する者（貸付人）の方ですが、〇〇〇〇さん、〇〇歳、北山字〇

〇の方でございます。続いて、利用権の設定を受ける者（借受人）の方ですが、〇〇〇〇さ

ん、〇〇歳、北山字〇〇〇の方でございます。２、利用権を設定する土地ですが、北山字〇

〇〇１４番、地目は田、面積３,０３３㎡、その外〇〇〇の土地が４筆と北山字〇〇の土地１

筆で全部で６筆、面積の合計は１４,４８４㎡でございます。３、利用権の設定内容について

ですが、利用権の種類は、賃借権設定。権利の存続期間は令和４年１月１日から令和１４年

１２月３１日までの１１年間。賃借料の額は年額で２３１,７４４円。１反当たりになおしま

すと１６,０００円でございます。４、利用権の設定を受ける者の経営状況等につきましては、

記載のとおりでございます。地元農業委員の意見としまして、星源嗣委員に確認していただ

きましたところ、許可相当といただいております。なお、申請地位置図、申請箇所図につき

ましては、２０ページから２２ページのそれぞれ赤枠で囲われたところとなりますので、ご

確認願います。以上の内容は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いると考えますので申し添えます。上記のとおり提出いたします。令和３年１２月２０日提

出、北塩原村農業委員会長星源嗣。以上で議案第３号、番号１番の利用権設定について、朗



                 

 

 

読と説明を終わります。 

〇議長 

説明は終了しました。ただいまの説明に関連して、本件の調査を担当しました私より調査

結果について意見を申し上げます。 

〇７番、星源嗣委員 

  はい。貸付人の〇〇さんですが、年齢は〇〇歳で家に若い家族が２人はいるんですが、農

業をやるという考えはございません。ここは私の親類なので毎年農作業には行ってたんです

が、去年からちょっと認知症が始まったようで周りの人からトラクターには乗せないように

といろいろ厳しい状況にありますので、誰かに頼みましょうということになり、これまでも

収穫作業は〇〇さんにお願いしてやってきましたので、〇〇さんは〇〇の方に農地を借りて

何箇所かやってるということもありますから、〇〇さんにお願いするということになったわ

けでございます。 

〇議長 

  それでは、本件に関して、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇委員 

  （なしの声） 

〇議長 

ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。番号１番の利用権設定について、申請

の通りこれを適当と認め決定することにご異議ございませんか。 

〇委員 

  （異議なしの声） 

〇議長 

ご異議なしと認めます。番号１番、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画

について、申請の通りこれを適当と認め決定することといたします。 

〇議長 

続いて、番号２番については、奥川維之委員の案件でございますので、農業委員会法第３

１条の規定に基づく、議事参与の制限により当該議案の審議開始から終了まで一時退席をお

願いします。奥川維之委員は退席してください。 

〇委員 

  （奥川維之委員 退席） 

〇議長 

それでは、番号２番について、事務局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

提出議案の２３ページをご覧ください。議案第３号、２件目の利用権設定について説明い

たします。番号２番、こちらについては再設定となります。１、申請当事者について、利用



                 

 

 

権を設定する者（貸付人）の方ですが、〇〇〇〇さん、〇〇歳、北山字〇〇〇の方でござい

ます。続いて利用権の設定を受ける者（借受人）の方ですが、〇〇〇〇さん、〇〇歳、北山

字〇〇〇の方でございます。２、利用権を設定する土地ですが、北山字〇〇１０９番、地目

は田、面積２,５７３㎡外、北山字〇〇の土地が２筆で全部で３筆、面積の合計は７,３１９

㎡でございます。３、利用権の設定内容についてですが、利用権の種類は、賃借権設定。権

利の存続期間は令和４年１月１日から令和１３年１２月３１日までの１０年間。賃借料の額

は年額で１１７,１０４円。１反当たりになおしますと１６,０００円でございます。なお、

賃借料については、その年の村賃借料情報の平均値とするとの一筆も付け加えられておりま

す。４、利用権の設定を受ける者の経営状況等につきましては、記載のとおりでございます。

地元農業委員の意見としまして、蓮沼喜久雄委員に確認していただきましたところ、許可相

当といただいております。なお、申請地位置図、申請箇所図につきましては、２４ページか

ら２６ページのそれぞれ赤枠で囲われたところとなりますので、ご確認願います。以上の内

容は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考えますので申し

添えます。上記のとおり提出いたします。令和３年１２月２０日提出、北塩原村農業委員会

長星源嗣。以上で議案第３号、番号２番の利用権設定について、朗読と説明を終わります。 

〇議長 

説明は終了しました。ただいまの説明に関連して、本件の調査委員であります５番、蓮沼

喜久雄委員より調査結果について意見をお願いいたします。 

〇５番、蓮沼喜久雄委員 

  はい。これも〇〇〇〇さん、それから〇〇〇〇さんに確認を取りました。再設定というこ

とですので、特に問題はないかと思っています。賃借料等も確認した結果、お二人とも間違

いはないということでありましたので、許可相当と認めました。以上です。 

〇議長 

ありがとうございました。それでは、本件に関して、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇委員 

  （なしの声） 

〇議長 

  ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。番号２番の利用権設定について、申請

の通りこれを適当と認め決定することにご異議ございませんか。 

〇委員 

  （異議なしの声） 

〇議長 

ご異議なしと認めます。番号２番、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画

について、申請の通りこれを適当と認め決定することといたします。審議が終了いたしまし

たので、奥川維之委員の入室を許可します。 



                 

 

 

〇委員 

  （奥川維之委員 入室） 

〇５番、蓮沼喜久雄委員 

  はい。議長。体調不良のため、ここで退室させていただきます。 

〇議長 

  はい。 

〇委員 

  （蓮沼喜久雄委員 退席） 

〇議長 

続いて、番号３番について、事務局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

提出議案の２７ページをご覧ください。議案第３号、３件目の利用権設定について説明い

たします。番号３番、こちらについては、再設定となります。１、申請当事者について、利

用権を設定する者（貸付人）の方ですが、〇〇〇〇さん、〇〇歳、関屋字〇〇〇の方でござ

います。続いて、利用権の設定を受ける者（借受人）の方ですが、〇〇〇〇さん、〇〇歳、

関屋字〇〇〇の方でございます。２、利用権を設定する土地ですが、関屋字〇〇〇２８番、

地目は田、面積２,８５９㎡、その外、関屋字〇〇〇の土地が１筆、関屋字〇〇の土地が２筆

で全部で４筆、面積の合計は９,８４０㎡でございます。３、利用権の設定内容についてです

が、利用権の種類は、賃借権設定。権利の存続期間は令和４年１月１日から令和７年１２月

３１日までの４年間。賃借料の額は年額で９５,３８８円。１反当たりになおしますと１２,

０００円、水張面積で算出しているとのことでございます。４、利用権の設定を受ける者の

経営状況等につきましては、記載のとおりでございます。地元農業委員の意見としまして、

岩田多吉委員に確認していただきましたところ、許可相当といただいております。なお、申

請地位置図、申請箇所図につきましては、２８ページから３０ページのそれぞれ赤枠で囲わ

れたところとなりますので、ご確認願います。以上の内容は、農業経営基盤強化促進法第１

８条第３項の各要件を満たしていると考えますので申し添えます。上記のとおり提出いたし

ます。令和３年１２月２０日提出、北塩原村農業委員会長星源嗣。以上で議案第３号、番号

３番の利用権設定について、朗読と説明を終わります。 

〇議長 

説明は終了しました。ただいまの説明に関連して、本件の調査委員であります、３番、岩

田多吉委員より調査結果について意見をお願いいたします。 

〇３番、岩田多吉委員 意見・報告 

  はい。１２月１２日に〇〇〇〇君に会って内容等を確認しました。そして、〇〇さんは現

在入院中でありますので、娘さんに電話で確認しました。今回、再設定でございますので、

許可相当と判断しました。以上です。 



                 

 

 

〇議長 

  ありがとうございました。それでは、本件に関して、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇委員 

  （なしの声） 

〇議長 

  ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。番号３番の利用権設定について、申請

の通りこれを適当と認め決定することにご異議ございませんか。 

〇委員 

  （異議なしの声） 

〇議長 

ご異議なしと認めます。番号３番、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画

について、申請の通りこれを適当と認め決定することといたします。 

〇議長 

  続いて、番号４番について、事務局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

提出議案の３１ページをご覧ください。議案第３号、４件目の利用権設定について説明い

たします。番号４番、こちらについては、新規設定となります。１、申請当事者について、

利用権を設定する者（貸付人）の方ですが、〇〇〇〇〇さん、〇〇歳、大塩字〇〇〇の方で

ございます。続いて、利用権の設定を受ける者（借受人）の方ですが、〇〇〇〇さん、〇〇

歳、北山字〇〇〇の方でございます。２、利用権を設定する土地ですが、大塩字〇〇〇１０

００番、地目は田、面積３６６㎡、同じく大塩字〇〇〇１００５番２、の２筆、面積の合計

は２,１５５㎡でございます。３、利用権の設定内容についてですが、利用権の種類は、賃借

権設定。権利の存続期間は令和４年４月１日から令和８年３月３１日までの４年間。賃借料

の額は年額で８,６２０円。１反当たりになおしますと４,０００円でございます。４、利用

権の設定を受ける者の経営状況等につきましては、記載のとおりでございます。地元農業委

員の意見としまして、遠藤俊一委員に確認していただきましたところ、許可相当といただい

ております。なお、申請地位置図、申請箇所図につきましては、３２ページから３３ページ

のそれぞれ赤枠で囲われたところとなりますので、ご確認願います。以上の内容は、農業経

営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていると考えますので申し添えます。上

記のとおり提出いたします。令和３年１２月２０日提出、北塩原村農業委員会長星源嗣。以

上で議案第３号、番号４番の利用権設定について、朗読と説明を終わります 

〇議長 

  説明は終了しました。ただいまの説明に関連して、本件の調査委員であります、６番、遠

藤俊一委員より調査結果について意見をお願いいたします。 

 



                 

 

 

〇６番、遠藤俊一委員 

  はい。先日の土曜日に二人に確認したところ、申請内容に間違い等はなく、今回は新規で

はありますが、許可相当といたしました。以上です。 

〇議長 

ありがとうございました。それでは、本件に関して、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇委員 

 （なしの声） 

〇議長 

  ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。番号４番の利用権設定について、申請

の通りこれを適当と認め決定することにご異議ございませんか。 

〇委員 

  （異議なしの声） 

〇議長 

  ご異議なしと認めます。番号４番、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画

について、申請の通りこれを適当と認め決定することといたします。 

〇議長 

  以上で本日の議案の審議並びに報告事項はすべて終了いたしましたので、これで議長の座

を終わらせていただきます。ご協力ありがとうございました。 

〇事務局長 

  ありがとうございました。それではその他になりますが、事務局より１点ございますので、

事務局説明をお願いします。 

〇事務局 

  （農業委員・推進委員活動記録簿の提出について） 

〇事務局長 

  その他、皆さまから何かございますでしょうか。 

〇委員 

  （なしの声） 

〇事務局長 

  無いようですので、以上をもちまして、北塩原村農業委員会定例総会を閉会いたします。 

お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 



                 

 

 

 

 

 

 議長は、会議の次第を作成させ、それが相違ないことを証するため、署名委員とともに署名

する。 

 

 

           令和  年  月  日 

           北塩原村農業委員議長（会長）               ㊞ 

 

              議事録署名委員  ３番               ㊞ 

 

              議事録署名委員  ４番               ㊞ 


